
「造幣局長期ビジョン ２０３３」について 

 

 令和６年度に造幣局の進むべき方向を造幣局全体で共有していくため、「造幣局長期

ビジョン ２０３３」を策定しました。 

 造幣局では、この長期ビジョンの実現に向けて、一体となって取り組んでいきます。 

 

「造幣局長期ビジョン ２０３３」の概要 

 

○造幣局のありたい姿（２０３３） 

国から与えられた役割を確実に果たしつつ、持続可能で豊かな社会づくりに貢献す

る組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ありたい姿に向けての改革 

「たゆまぬ進化」「価値の創造」「環境保全」「地域貢献」「みんなが主役」を軸とし

た、既存事業の発展に向けての改革、新たな成長に向けての改革の実行により、「持続

可能で豊かな社会づくり」に貢献します。 

 

 

 

ありたい姿（２０３３） 

国から与えられた役割を確実に果たしつつ、 

持続可能で豊かな社会づくりに貢献する組織 

使命 

高度な技術をもって各事業を確実に実施するとともに、貨幣に対する国民の信頼を維持するた

めに必要な情報を提供し、通貨制度の安定及び国民生活の向上に寄与する 

 
みんなが 
主役 

 
価値の 
創造 

たゆまぬ 
進化 

「信頼と挑戦」の精神・公務員としての誇りと責任感 

「たゆまぬ進化」「価値の創造」「環境保全」「地域貢献」「みんなが主役」
を軸とした、既存事業の発展に向けての改革、新たな成長に向けての改革
の実行により、「持続可能で豊かな社会づくり」に貢献 

 
 

 

事業基盤 
の強化    

 

人材の観点 設備投資の観点 財務基盤の観点 

既存事業の発展に向けての改革 新たな成長に向けての改革 

中長期的な貨幣需要の減少傾向、SDGs等の経済社会情勢の変化 

環境保全 地域貢献 


